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１月８日、兵庫県姫路市の養鶏場でHPAIの疑似患畜が確認されました。今シーズンの

発生は９道府県、14事例、殺処分羽数は約405.5万羽です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、韓国では、今季の家きんでの発生件数は11月末時点で6例だったものの、12

月中に24例発生し、これまでの合計で277.5万羽が殺処分されています。近隣国に

おいても発生が増加していることから、日本でも引き続き最大限の警戒が必要です。 

通常と異なる症状を発見した場合や、誘導換羽中を含め、死亡羽数がいつもの２倍以

上になった場合には、速やかに家畜保健衛生所に通報をお願いします。 

 

家畜保健衛生所だより

兵庫県姫路市で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）が発生 

（国内１４例目） 

 

中予家畜保健衛生所    TEL 089-990-1333  
携帯  090-6282-6129 (夜間・休日) 

 

農場へのウイルス侵入防止対策の再確認をお願いします！ 

① 鶏舎外縁部・農場境界内縁部に十分な量の消石灰を継続して散布 
1ｍ幅に対し、1.0ｋｇ/㎡（20ｍ２あたり1袋（20ｋｇ））が目安です。 

降雨により消石灰が固化した場合や、強風等で消石灰が少なくなった場合、消毒効果が減

弱します。こまめに確認し、必要量を再度散布願います。 

② 鶏舎ごとの長靴の履き替え 
外用から鶏舎内専用の長靴に履き替える場所にスノコを置くなどして区分し、交差汚染を

防いでください。 

③ 野生動物侵入防止のため破損個所等の修繕 

防鳥ネットの点検及び修繕、壁の穴や隙間対策 

【今季HPAIウイルスが検出された都道府県】 
 

 

 

 

(野鳥と環境試料 1/５時点：1道１０県 ６４例) 

北海道 

山形県、福島県、新潟県 

群馬県 

高知県、徳島県 

宮崎県、鹿児島県、福岡県、大分県 

【発生概要】 

１４例目 兵庫県姫路市 

飼養羽数  約15.5万羽（採卵鶏） 

1/7 農場からの通報を受け県が立入、簡易検査陽性 

1/8 遺伝子検査の結果、疑似患畜と確認 

：家きん      ：野鳥・環境試料 

※陽性事例が確認された市町村をプロット 


